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奈
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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
高
畑
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一Ｏ
〇
四
年

（平
１６
）
七
月
―

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
岡
村
道
雄

５
　
遺
跡
の
種
類
　
庭
園
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

調
査
地
は
平
城
京
跡
左
京
四
条
七
坊
の
東
端
部
、
興
福
寺
大
乗
院
に
あ
た
る
。

⑪
日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
ラ
ス
ト
に
よ
る

「名
勝
旧
大
乗
院
庭
園
保
存
修
理
事

業
」
の
一
環
と
し
て
一
九
九
五

年
度
以
降
継
続
し
て
調
査
を
行

な
っ
て
お
り
、
過
去
に
も
木
簡

が
出
土
し
て
い
る

（本
誌
第
二

二
。
二
四
。
一
一六
号
）。

今
回
の
調
査
地
は
現
存
す
る

東
大
池
の
西
側
と
西
南
隅
で
、

調
査
面
積
は
計
約
六
人
Ｏ
ポ
。

主
な
検
出
遺
構
は
、
西
小
池
中

池
Ｓ
Ｇ
人
三
二
三
、
同
南
池
Ｓ
Ｇ
七
六
五

一
な
ど
で
あ
る
。

木
簡
は
、
水
槽
Ｓ
Ｘ
人
人
三
人
か
ら
六
点
、
埋
奏
遺
構
Ｓ
Ｘ
入
七
九

一
か
ら

一
点
、
魚
溜
ま
り
Ｓ
Ｘ
入
人
三
五
か
ら
三
二
点
、
計
二
九
点
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｘ

八
人
三
人
は
漆
喰
製
の
方
形
水
槽

（
一
辺
約
○
・
五
じ

を
据
え
た
遺
構
で
、
飛

鳥
小
学
校
関
係
の
遺
物
が
多
数
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｘ
八
七
九

一
は
二
基
の
甕
を
南

北
に
配
し
た
埋
甕
遺
構
。
こ
れ
ら
は
、
西
小
池
廃
絶
後
の
遺
構
で
あ
る
。
Ｓ
Ｘ

人
人
三
五
は
、
Ｓ
Ｇ
人
三
二
三
北
部
で
検
出
し
た
。
南
北
約
四

・
五
ｍ
東
西
約

三
ｍ
の
精
円
形
を
呈
し
、
深
さ
約
○

・
三
ｍ
。
杭
と
竹
の
し
が
ら
み
に
よ
る
護

岸
を
伴
う
。
池
の
清
掃
時
な
ど
の
魚
の
溜
ま
り
場
と
み
ら
れ
る
。
紹
介
す
る
将

棋
の
駒
の
ほ
か
、
ば
い
独
楽

（べ
い
ずしま
２
刷
身
▼

鉛
面
子
な
ど
の
遊
具
、
鉛

筆

・
消
し
ゴ
ム

・
算
盤
玉

・
石
盤
の
枠
木
な
ど
の
文
房
具
や
服
飾

・
裁
縫
関
係

遺
物
な
ど
が
出
土
し
た
。

木
簡
は
い
ず
れ
も
近
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
文
宇
資
料
と
し
て
、

鉛
筆
に

「小
野
」
と
刻
書
で
記
名
し
た
も
の
、
墨
書
土
器
、
墨
書
煉
瓦
、
刻
印

を
有
す
る
煉
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

水
槽
Ｓ
Ｘ
八
人
三
人

⑪
　
。
「
ｏ
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□
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。
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①
ｌ
③
は
札
状
の
木
簡
。
い
働
は
竹
片
に
刻
書
し
た
も
の
。
①
は
看
板
状
の

も
の
。
０
以
下
は
将
棋
の
駒
。
文
字
は
墨
書
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。
上
端

部
が
し
っ
か
り
と
し
た
圭
頭
の
も
の
と
、
や
や
崩
れ
た
も
の
が
あ
る
。
多
く
は

片
面
を
剖
ぎ
取
る
よ
う
に
削
り
、
行
軍

（軍
人
）
将
模
の
駒
に
二
次
的
に
加
工

す
る
。
削

っ
た
面
は
い
ず
れ
も
未
調
整
。
削
り
方
は
、
駒
の
下
部
左
右
ど
ち
ら

か

一
端
に
本
来
の
面
を
残
し
、
そ
の
対
角
線
方
向
に
向
か
っ
て
削
り
取
る
も
の

と
、
全
体
を
均

一
に
削
り
取
る
も
の
の
二
種
に
大
別
で
き
る
。
行
軍
将
棋
の
文

字
は
、
墨
書
の
も
の
も
あ
る
が
、
現
状
で
橙
色
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。
何
ら

か
の
塗
料
の
色
か
、
鉄
分
が
付
着
し
た
た
め
か
は
不
明
。
行
軍
将
棋
は
、
日

清

。
日
露
戦
争
期
に
詰
め
将
棋
か
ら
発
展
し
た
も
の
と
さ
れ
、
年
代
の
上
限
を

決
め
る
手
が
か
り
と
な
る
。
な
お
、
釈
文
は
原
則
と
し
て
行
軍
将
模
に
二
次
的

に
加
工
す
る
前
の
当
初
の
駒
を
基
準
に
し
て
表
記
し
た
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
所

『奈
良
文
化
財
研
究
所
紀
要
二
〇
〇
五
賓
二
〇
〇
五
年
）

（馬
場
　
基
）




